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今
年
の
住
民
祭
は
地
道
に

10月7日(土)・8日(日)光が丘区民
センター、ふれあいの径で開かれ
た。
光が丘区民センター：学校関係
10校、他25団体。
ふれあいの径：よさこい踊り２
団体、光が丘消防署など。
模擬店：実行委員会直営店、光
が丘および近隣のボランティア団
体、他。
地方交流地場産業：青森県鯵ヶ
沢町、山形県鶴岡市、群馬県沼田
市
主催：光が丘地区祭実行委員会
後援：練馬区、東京都東部公園緑
地事務所　協力：新都市ライフホ
ールディングス、東京都公園協会
光が丘公園サービスセンター

第40回光が丘地区祭 お月見の会ゆりの木夏まつり夏の雲公園祭り
いちょう通り東団地管理組合(全
769戸)で9月30日の十六夜に「お
月見の会」を開催し、お月さまも
応援してくれた。2019（R元)年9
月28日以降4年ぶりに秋の十五夜
を中心に集まった住民、今年は9
月最終土曜日に決定して、子供広
場ではヨーヨー、射的。ピエロは
居るだけで楽しいアートバルーン。
福島県塙町から、こんにゃく・味
噌・ダリア一輪。練馬区防災課で
は防災用品展示・簡易トイレ・ビ
スケット・水などが配られた。
同管理組合の五目防災食・焼き
鳥・たこ焼き・わたあめ・ポップ
コーンは無料。
有料は焼きそば(100円）ソフト
クリーム(150円）生ビール等アル
コール(200円）だった。
主催：いちょう通り東第一団

地・第二団地・第三団地管理組合。
第一団地くらしサポート会、第二
団地防災会。第三団地自治会。

……ゆりの木夏祭りは舞台設営
からステージ演出あとかたづけま
ですべて手作りです。ステージ出
演者もゆりの木自治会に由来のあ
る方中心に組んでおります。自治
会役員はもちろん出演者、出店者、
観客の皆様にもいろいろお手伝い
いただいて祭りが成立しています。
この繋がりがいざというときにも
頼もしいものになると誇らしく思
います。
この祭りは居住地の真ん中で
行っていますので、うるさいと感
じられる方もいらっしゃるのは承
知しております。一部の人がはめ
を外してトラブルを起したり、自
転車の置き方で駐車場に入りにく
いとのクレームもありました。自
治会には強制力はありません、た
だ皆様にお願いするだけです。こ
れからもよろしくお願いいたしま
す。……

ゆりの木自治会会長

第36回までの36年間続けて来た
「夏の雲公園まつり」ですが、５月
14日の実行委員会において、廃止
することが決定されました。廃止
となった理由については、①運営
スタッフの高齢化②あとに続く担
い手が不足③長年続けてきた催し
物に対するモチベーションの低下
④資金不足等が挙げられ、コロナ
で実施できなかった影響も含めて、
廃止を決断いたしました。
しかし、廃止のあとは、そのま
ま消滅することなく、3丁目の交
流を図ることを基本として、若い
世代と結びついた新しい企画を考
え実施して行くことになりました。
残った繰越金や、協賛提灯、模擬
店などもそのまま、新しい企画に
繰り込む予定です。とりあえず、
今年の８月に予定されていた「夏
の雲公園祭り」は取り止めとし、
これから1年或いはそれ以上かか
るかもしれませんが、新企画の構
築に向けて発進して参ります。い
ままで以上にご支援頂けますよう
お願い申し上げます。

夏の雲公園実行委員会
及び実行委員一同

2014年夏の雲公園祭り

い
ち
ょ
う
通
り
東
団

地
『
お
月
見
の
会
』



【
特
色
】

①
超
少
人
数
制
授
業

ク
ラ
ス
定
員
７
名
程
度
で

生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
確

実
に
わ
か
る
授
業
を
す
る
。

先
生
か
ら
の
一
方
的
な
講
義

で
は
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
で
は

み
ん
な
で
考
え
議
論
を
導
く

授
業
。
質
問
も
し
や
す
い
。

ま
た
個
々
に
応
じ
た
サ
ポ
ー

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

②
科
目
選
択
受
講
制

中
学
部
は
数
学
・
英
語
・

理
科
、
高
等
部
は
数
学
・
英

語
・
物
理
か
ら
選
択
受
講
。

③
オ
プ
シ
ョ
ン
映
像
授
業

苦
手
分
野
克
服
の
た
め
の

数
学
塾
オ
リ
ジ
ナ
ル
映
像
授

業
も
併
せ
て
受
講
で
き
る
。

④
自
由
に
使
え
る
自
習
室

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
自
習
室
を
開
放
し
て
い
る
。

自
習
中
わ
か
ら
な
い
所
は
質

問
で
き
る
。

【
合
格
実
績
】

▽
高
校
入
試

〈
国
立
〉
筑
波
大
付
属
４

〈
都
立
〉
戸
山
６
　
富
士
６

大
泉
５
　
新
宿
４
　
井
草
３

豊
島
３
　
西
２
　
北
園
２
他

▽
大
学
入
試

〈
国
公
立
〉
お
茶
の
水
女
大

京
都
大
２
　
京
都
府
立
医
大

埼
玉
県
立
大
２
　
都
立
大
４

千
葉
大
２
　
筑
波
大
（
理
工
）

東
大
（
理
Ⅰ)

２
　
東
学
大
２

東
工
大
２
　
富
山
大
（
医
）

東
京
海
洋
大
　
山
形
大
（
医)

電
通
大
２
　
国
際
教
養
大

〈
私
立
〉
青
山
学
院
大
２

慶
應
大
４
　
北
里
大
（
医
）

芝
浦
工
大
９
　
成
蹊
大
４

中
央
大
13

東
京
薬
科
大
３

東
京
理
科
大
25

法
政
大
４
　

日
大(

獣
医)

２
　
明
治
大
17

立
教
大
６
　
早
稲
田
大
13
他

【
特
徴
】

☆
部
活
動
や
習
い
事
で
忙

し
い
子
ど
も
で
も
受
講
し
や

す
い
３
つ
の
シ
ス
テ
ム

①
選
べ
る
曜
日
時
間
帯

②
学
習
進
度
も
自
由
自
在

③
安
心
の
振
替
制
度

☆
や
る
気
が
高
ま
る
３
つ

の
仕
組
み

①
講
師
責
任
担
当
制

②
ポ
イ
ン
ト
制
で
図
書
券

な
ど
進
呈

③
明
る
く
広
い
独
立
ブ
ー

ス
☆
安
心
・
安
全
の
３
つ
の

理
由①

自
分
専
用
ｗ
ｅ
ｂ
マ
イ

ペ
ー
ジ
か
ら
毎
回
の
授
業
内

容
を
家
庭
に
報
告

②
入
退
室
連
絡
メ
ー
ル
で
、

入
退
室
し
た
旨
を
連
絡

③
光
が
丘
公
園
近
く
に
３

教
室
あ
り
自
宅
か
ら
近
い
教

室
を
自
由
に
選
択

☆
先
生
１
人
に
生
徒
２
人

ま
で
の
と
こ
と
ん
「
個
別
指

導
」
な
の
に
安
心
の
授
業
料

（
８
、
２
０
０
円
〜
）

【
指
導
方
法
】

☆
集
中
力
が
続
く
60
分
授

業
の
「
個
別
指
導
」
＆
学
習

内
容
が
定
着
す
る
ま
で
く
り

返
し
学
習
す
る
「
巡
回
指
導
」

の
セ
ッ
ト
受
講
を
奨
励
。
個

別
指
導
に
あ
り
が
ち
な
演
習

不
足
を
解
消
し
、
理
解
し
、

解
答
を
作
成
す
る
力
を
身
に

つ
け
る
。

☆
同
塾
の
価
値
観
と
理
念

が
結
集
さ
れ
た
「
５
つ
の
誓

い
」
の
下
、
一
人
ひ
と
り
に

ピ
ッ
タ
リ
の
勉
強
方
法
で
、

や
る
気
と
学
力
を
高
め
、
目

標
達
成
を
サ
ポ
ー
ト
。

【
特
色
】

①
小
学
生
〜
受
験
生
・
大

学
生
・
社
会
人
ま
で
多
彩
な

コ
ー
ス
を
展
開
。

②
３
名
程
度
の
少
人
数
制

ク
ラ
ス
。
個
別
指
導
あ
り
。

③
視
聴
覚
機
器
・
教
材
を

駆
使
し
、
総
合
的
な
英
語
力

を
育
成
。

④
実
用
英
語
検
定
（
英
検
）

の
準
会
場
校
。
昨
年
度
の
合

格
者
67
名
（
準
１
級
合
格
者

を
含
む
）。

⑤
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
、

音
読
コ
ン
テ
ス
ト
、
リ
ス
ニ

ン
グ
マ
ラ
ソ
ン
、
英
単
語
検

定
の
実
施
。
学
ん
だ
こ
と
が

形
に
残
る
。

【
指
導
方
針
】

①
こ
と
ば
の
能
力
四
技
能

（
聞
く
・
話
す
・
読
む
・
書

く
）
を
総
合
的
に
習
得
で
き

る
よ
う
適
切
な
指
導
。

②
リ
ス
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
テ

ィ
ン
グ
の
充
実
に
向
け
た
徹

底
的
な
訓
練
。

③
生
徒
一
人
一
人
の
力
・

ニ
ー
ズ
を
理
解
す
る
親
身
な

指
導
で
受
験
に
も
強
い
。

【
冬
期
講
座
】

英
検
集
中
講
座
を
活
用
し
、

語
彙
力
ア
ッ
プ
と
文
法
理
解

の
確
認
を
行
う
。

毎
回
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

リ
ス
ニ
ン
グ
力
ア
ッ
プ
を
目

指
す
。

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
や
長
文
読

解
演
習
で
受
験
対
策
。

冬
期
限
定
個
別
指
導
あ
り
。

【
特
色
】

①
大
学
受
験
指
導
35
年
の

伝
統
と
実
績
の
あ
る
「
塾
」。

５
年
連
続
早
稲
田
大
学
合
格
。

都
立
中
堅
校
レ
ベ
ル
の
生
徒

も
早
慶
を
含
む
難
関
私
大

（
明
治
・
法
政
・
中
央
・
東
理

大
等
）
に
合
格
し
て
い
る
。

高
校
受
験
で
は
、
都
立
西

高
校
へ
３
名
の
合
格
者
中
、

２
名
の
進
学
を
果
た
し
た
。

②
大
学
受
験
を
最
終
目
標

に
中
・
高
・
大
の
受
験
を
専

門
的
・
段
階
的
に
指
導
。
少

人
数
精
鋭
の
ク
ラ
ス
授
業
の

他
、
必
要
に
応
じ
た
個
人
指

導
コ
ー
ス
も
充
実
。（
小
３
〜

既
卒
生
）

③
本
当
の
意
味
で
の
き
め

細
か
い
指
導
で
、
塾
生
全
員

が
成
績
向
上
、
志
望
校
合
格

を
果
た
す
。
一
貫
し
て
高
い

合
格
率
を
保
持
。

④
塾
生
が
高
い
目
標
を
掲

げ
て
「
受
験
」
と
真
摯
に
対

峙
す
る
過
程
で
人
間
的
な
成

長
を
見
守
っ
て
い
く
。

【
指
導
方
針
】

①
『
絶
対
成
績
Ｕ
Ｐ
を
』

１
ク
ラ
ス
５
〜
15
名
の
レ

ベ
ル
別
構
成
。
指
導
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
人
間
性
に
優
れ

た
専
任
講
師
が
親
身
に
指
導
。

自
習
や
質
問
は
い
つ
で
も
０

Ｋ
。
中
・
高
生
の
学
校
定
期

試
験
対
策
も
完
全
サ
ポ
ー
ト
。

②
『
生
徒
個
々
の
将
来
を

考
え
た
進
路
指
導
』

将
来
の
夢
や
希
望
、
適
性

を
本
人
や
保
護
者
と
面
談
を

通
じ
て
十
分
に
話
し
合
い
、

成
績
・
偏
差
値
で
は
な
く
正

確
な
情
報
と
一
歩
先
を
考
え

た
進
路
選
択
の
ア
ド
バ
イ
ス
。

 

 

 

 

一本道　喜界島　　　　　　　　 撮影 TAKUMA.N

そ
こ
に
一
本
の
道
が
あ
る

わ
れ
わ
れ
は
ま
っ
す
ぐ
進
む

名
伏
し
が
た
い
人
生
を
負
い

与
え
ら
れ
た
命
を
育
む

喜
び
溢
れ
る
世
界
も

あ
っ
た
の
　
だ
か
ら

笑
顔
を
絶
や
さ
ず

今
　
こ
の
時
を
　
生
き
よ
う

い
つ
か
　
き
っ
と

自
他
の
尊
厳
を
感
受
し

過
ぎ
去
っ
た
日
々
を
　
も

愛
し
た
い

一
　
本
　
道



【
校
外
学
習
　
２
年
生
】

９
月
19
日
に
校
外
学
習
に

出
か
け
ま
し
た
。
初
め
て
学

年
全
員
で
電
車
に
乗
り
、
都

立
石
神
井
公
園
に
行
き
ま
し

た
。
初
め
て
の
電
車
で
し
た

が
、
約
束
を
守
り
、
静
か
に

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

石
神
井
公
園
で
は
、
学
年
遊

び
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ビ
ン
ゴ
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
み
ん

な
で
食
べ
る
お
弁
当
が
美
味

し
く
、
笑
顔
で
食
べ
て
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
の
思
い
出

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
帰
り
は
ヘ
ト
ヘ

ト
に
な
り
な
が
ら
も
、
頑
張

っ
て
歩
き
ま
し
た
。
ど
の
子

も
成
長
し
た
校
外
学
習
と
な

り
ま
し
た
。

【
稲
刈
り
　
５
年
生
】

晴
天
の
中
、
光
が
丘
秋
の

陽
公
園
の
稲
刈
り
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

連
休
明
け
の
19
日
（
火
）。

ま
だ
夏
の
日
差
し
の
残
る
秋

晴
れ
。
５
月
に
田
植
え
を
経

験
し
た
５
年
生
は
、
た
わ
わ

に
実
る
稲
穂
を
刈
り
取
り
ま

す
。
区
の
指
導
員
の
指
示
の

も
と
、
楽
し
く
整
然
と
稲
刈

り
を
行
い
ま
し
た
。
順
番
が

来
る
の
も
待
ち
遠
し
く
、
大

き
く
育
っ
た
稲
の
根
元
を
し

っ
か
り
と
掴
み
、
鎌
を
使
っ

て
ザ
ク
ザ
ク
と
刈
り
取
っ
て

い
き
ま
す
。
当
日
は
た
く
さ

ん
の
保
護
者
の
方
々
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
、
子
供
た
ち

を
順
番
に
呼
び
込
ん
で
鎌
を

配
っ
た
り
、
刈
っ
た
稲
を
束

ね
た
り
と
お
手
伝
い
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
一
つ
貴
重

な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
６
年
生
　
社
会
科
見
学
】

９
月
12
日
（
火
）
科
学
技

術
館
・
国
会
議
事
堂
へ
社
会

科
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

科
学
技
術
館
で
は
、
現
代

か
ら
近
未
来
の
科
学
技
術
や

産
業
技
術
の
発
展
に
つ
い
て
、

展
示
物
を
見
た
り
、
触
っ
た

り
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

約
２
時
間
、
自
分
の
興
味
を

も
っ
た
も
の
を
堪
能
し
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ク

イ
ズ
を
解
き
な
が
ら
理
解
を

深
め
た
り
、
実
験
を
し
た
り

し
て
興
味
・
関
心
を
高
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
衆
議
院
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
国
会
を
見
学
し

ま
し
た
。
衆
議
院
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
、
法
律
が
で
き

る
ま
で
の
過
程
で
あ
る
、
委

員
会
や
本
会
議
の
擬
似
体
験

を
し
ま
し
た
。

国
会
見
学
で
は
、
傍
聴
席

に
座
っ
た
り
、
天
皇
陛
下
の

御
休
所
を
見
学
し
た
り
し
ま

し
た
。
教
科
書
で
し
か
見
た

こ
と
の
な
か
っ
た
国
会
議
事

堂
を
、
実
際
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

に
な
り
ま
し
た
。

【
笑
顔
と
学
び
の
体
験
活

動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

10
月
６
日
、
今
年
度
は

「
キ
ャ
ラ
メ
ル
マ
シ
ー
ン
」
に

よ
る
、
サ
イ
エ
ン
ス
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
を
低
学
年
９
時
15

分
〜
10
時
15
分
、
高
学
年

11
時
〜
12
時
で
行
い
ま
す
。

実
験
を
見
学
し
、
楽
し
み
な

が
ら
科
学
の
楽
し
さ
や
不
思

議
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

【
全
校
遠
足
に
向
け
て
〜

な
か
よ
し
班
会
議
〜
】

全
校
遠
足
に
向
け
て
、
な

か
よ
し
班
で
話
し
合
い
を
行

い
ま
し
た
。
め
あ
て
や
並
び

方
を
確
認
し
た
り
、
ポ
イ
ン

ト
ラ
リ
ー
の
挑
戦
を
誰
が
や

る
の
か
を
決
め
た
り
し
ま
し

た
。
６
年
生
の
話
を
真
剣
に

聞
き
、
遠
足
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
様
子
で
し
た
。
本
番

で
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て

楽
し
み
た
い
で
す
。

【
５
年
生
　
移
動
教
室
】

９
月
４
日
（
月
）
〜
６
日

（
水
）
に
、
５
年
生
が
岩
井
移

動
教
室
へ
行
き
ま
し
た
。

１
日
目
は
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー

ル
工
場
に
行
き
、
製
鉄
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。
２
日
目

は
、
鋸
山
に
登
り
ま
し
た
。

山
頂
に
着
く
と
一
時
雨
が
降

っ
て
き
ま
し
た
が
、
多
く
の

児
童
が
「
地
獄
覗
き
」
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
は
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル

ド
で
班
別
行
動
を
行
い
ま
し

た
。
シ
ャ
チ
の
シ
ョ
ー
で
は
、

多
く
の
児
童
が
雨
具
を
着
用

し
、
前
列
の
席
に
座
り
ま
し

た
。
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
３

日
目
は
、
お
土
産
を
購
入
し
、

千
葉
市
科
学
館
へ
行
き
ま
し

た
。
宇
宙
や
自
然
、
音
な
ど

の
科
学
に
関
し
て
、
体
験
的

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夜
の
レ
ク
で
は
、
１
日
目

に
体
育
館
レ
ク
を
行
い
ま
し

た
。
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
偽
雪

合
戦
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
は
、
ボ
ー

ル
を
投
げ
て
い
な
い
人
に
渡

す
場
面
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
強
風
の
影
響
で

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
体
育
館

で
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
を

行
い
、
猛
獣
狩
り
や
じ
ゃ
ん

け
ん
列
車
を
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

移
動
教
室
で
学
ん
だ
、
自

分
た
ち
で
生
活
を
作
る
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に

生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

 

 

 

【
修
学
旅
行
　
３
年
生
】

９
月
12
日
か
ら
14
日
ま

で
、
３
年
生
は
修
学
旅
行
に

行
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑

顔
が
印
象
的
で
す
。

【
職
場
体
験
　
２
年
生
】

９
月
13
日
と
14
日
に
、
２

年
生
は
職
場
体
験
を
行
い
ま

し
た
。
様
々
な
職
業
に
向
き

合
い
ま
し
た
。

【
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
】

◇
第
61
回
練
馬
区
中
学
校

生
徒
総
合
体
育
大
会
　
新
人

大
会
　
女
子
団
体
　
準
優
勝

女
子
個
人
　
ペ
ア
　
３
位
　

５
位【

海
外
派
遣
報
告
会
】

９
月
１
日
（
金
）
練
馬
区

中
学
校
生
徒
海
外
派
遣
（
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
に
本
校
生

徒
２
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
様
子
を
９
月
１
日
始
業

式
の
日
に
全
校
生
徒
の
前
で

報
告
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今

回
の
報
告
を
受
け
て
１
、
２

年
生
は
来
年
度
へ
の
参
加
希

望
に
つ
な
げ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。【

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◇
区
総
合
体
育
大
会
　
３

位
　
第
３
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
出

場
　◇

大
泉
杯
　
３
位

【
英
語
部
】

◇
英
語
学
芸
会
　
団
体

特
別
賞
　
個
人
賞

３
年
女

子
　
２
名

【
ジ
ョ
ギ
ン
グ
部
】

◇
区
生
徒
総
合
体
育
大
会

個
人
賞
　
２
年
女
子
　
走

り
幅
跳
び
　
５
位
　
１
年
男

子
　
走
り
幅
跳
び
　
７
位

【
水
泳
】

◇
都
中
学
校
学
年
別
水
泳

大
会
　
３
年
男
子
　
１
０
０

ｍ
背
泳
　
６
位

【
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
】

◇
令
和
５
年
度
　
区
民
大

会
　
ベ
ス
ト
16

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

◇
新
人
大
会
　
女
子
　
２

位
　
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
　

【
陸
上
競
技
部
】【
有
志
】

◇
第
61
回
練
馬
区
中
学
校

生
徒
総
合
体
育
大
会
　
〈
男

子
〉
２
年
１
１
０
ｍ
Ｈ
　
４

位
　
８
位
　
１
年
４
×
１
０

０
ｍ
Ｒ
　
３
位
　
１
年
走
り

幅
跳
び
　
２
位
　
２
年
走
り

幅
跳
び
　
４
位
　
１
・
２
年

砲
丸
投
げ
　
５
位
　
７
位

〈
女
子
〉
２
年
走
り
幅
跳
び

１
位
　
１
・
２
年
砲
丸
投
げ

８
位

光
が
丘第

一
中
学
校

校
長
　
豊
田
　
貴
志

光
が
丘第

三
中
学
校

校
長
　
蓮
池
　
和
彦

光
が
丘

春
の
風
小
学
校

校
長
　
内
木
　
勉

光
が
丘

秋
の
陽
小
学
校

校
長
　
関
根
　
幸
男

光
が
丘第

二
中
学
校

校
長
　
山
田
　
美
鈴

学
習
や
活
動
・
活
躍

光
が
丘

四
季
の
香
小
学
校

校
長
　
繁
田
　
幸
江

光
が
丘

夏
の
雲
小
学
校

校
長
　
宮
林
　
伸
之

光
が
丘第

八
小
学
校

校
長
　
世
古
　
徳
浩



当
日
は
、
避
難
訓
練
寄
席

の
趣
旨
や
流
れ
に
つ
い
て
Ｉ

Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
担
当
者
よ
り
説

明
が
あ
り
、
寄
席
の
開
演
。

噺
家
は
、
金
原
亭
馬
久
さ
ん
。

１
席
目
は
何
事
も
な
く
平
穏

に
終
了
し
、
２
席
目
が
始
ま

ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
…

「
関
東
南
部
を
震
源
と
す
る
首

都
直
下
型
地
震
（
震
度
６
弱
）」

が
発
生
と
し
た
。

参
加
者
は
、
着
席
し
た
ま

ま
、
身
の
安
全
を
守
る
た
め

の
行
動
を
実
践
。
舞
台
袖
の

裏
方
で
は
、
状
況
を
確
認
し

つ
つ
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
連

絡
を
取
り
合
い
進
行
。
同
時

に
、
ホ
ー
ル
内
で
は
「
停
電
」

し
た
想
定
の
も
と
、
声
が
け

を
こ
ま
め
に
行
い
、
指
示
が

あ
る
ま
で
は
慌
て
ず
ホ
ー
ル

内
に
留
ま
る
よ
う
、
ト
ラ
メ

ガ
に
切
り
替
え
て
ア
ナ
ウ
ン

ス
し
た
。

地
震
・
停
電
に
続
き
、
舞

台
裏
で
は
火
災
も
発
生
。
ス

タ
ッ
フ
が
エ
ア
消
火
器
を
用

い
て
初
期
消
火
活
動
を
行
っ

た
。
火
災
発
生
に
伴
い
、
ホ

ー
ル
で
は
直
ち
に
全
員
の
避

難
誘
導
を
開
始
。
ホ
ー
ル
の

扉
か
ら
出
た
後
、
４
ヶ
所
の

避
難
階
段
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
階

下
へ
を
誘
導
し
た
。

予
定
時
間
内
に
参
加
者
全

員
無
事
に
避
難
完
了
、
そ
の

後
各
々
ホ
ー
ル
へ
戻
り
、
寄

席
再
開
と
な
っ
た
。

▽
そ
ろ
ば
ん
・
暗
算
教
室
　

光
が
丘
Ａ
＆
Ｃ
（
３
丁

目
）
＝
授
業
日
は
火
曜
日
か

ら
金
曜
日
15
時
30
分
か
ら

20
時
30
分
ま
で
で
無
料
体
験

受
付
中
。
年
長
児
よ
り
入
学

可
能
。
体
験
期
間
中
は
、
貸

し
出
し
そ
ろ
ば
ん
あ
り
。

そ
ろ
ば
ん
は
柔
軟
な
頭
を

作
る
。
集
中
・
記
憶
・
判

断
・
忍
耐
・
創
造
・
情
報
処

理
能
力
が
得
ら
れ
る
。

Tel
（
３
９
７
９
）
６
８
４
８

私
は
、
東
京
都
の
教
員
に

な
る
直
前
の
一
年
間
、
奄
美

大
島
で
期
限
付
き
任
用
教
員

と
し
て
古
仁
屋
高
校
で
勤
務

し
て
い
た
。
古
仁
屋
高
校
と

は
、
奄
美
大
島
の
南
端
に
あ

る
瀬
戸
内
町
に
あ
る
鹿
児
島

県
立
高
校
で
あ
る
。

あ
の
一
年
間
は
、
新
し
く

知
る
こ
と
や
感
動
や
衝
撃
を

受
け
た
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ど
れ
が
一
番
衝
撃
を
受
け
た

か
と
い
う
と
、
一
番
を
決
め

が
た
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
ず
一
つ
目
と
し

て
、
奄
美
大
島
の
ヤ
モ
リ
で

あ
る
。
噂
で
は
聞
い
て
い
た

が
、
肌
色
（
ピ
ン
ク
色
）
が

か
っ
て
い
て
少
し
透
き
通
っ

て
い
た
。
そ
し
て
な
ん
と
鳴

く
の
で
あ
る
。
私
の
住
ん
で

い
た
古
い
古
い
教
職
員
住
宅

に
も
遊
び
に
き
て
く
れ
た
。

も
し
か
し
た
ら
、
私
よ
り
も

先
に
そ
の
住
宅
に
住
ん
で
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
部
屋

の
中
で
出
会
っ
た
と
き
は
、

つ
い
「
あ
っ
！
！
」
と
言
っ

て
し
ま
っ
た
。
と
て
も
可
愛

ら
し
く
綺
麗
な
個
体
だ
っ

た
。
時
々
、
ヤ
モ
リ
に
話
し

か
け
て
い
た
。
二
つ
目
は
、

出
勤
し
よ
う
と
玄
関
に
行
っ

た
ら
、玄
関
に
カ
ニ
が
い
た
。

７
セ
ン
チ
く
ら
い
は
あ
る
大

き
さ
だ
っ
た
。
確
か
に
海
は

近
か
っ
た
が
、「
普
通
、
玄

関
に
カ
ニ
が
い
る
か
？
」
と

思
っ
た
。
三
つ
目
は
、
諸
鈍

シ
バ
ヤ
と
い
う
お
祭
り
に
関

す
る
こ
と
だ
。
こ
の
お
祭
り

は
、
加
計
呂
麻
島
で
行
わ
れ

て
い
る
大
切
な
お
祭
り
で
あ

る
。
加
計
呂
麻
島
と
は
、
奄

美
群
島
内
の
主
要
な
島
、
奄

美
大
島
か
ら
大
島
海
峡
を
隔

て
て
す
ぐ
南
隣
に
あ
る
島

で
、
鹿
児
島
県
大
島
郡
瀬
戸

内
町
に
属
す
る
。
古
仁
屋
港

か
ら
も
見
え
る
島
で
あ
る
。

古
仁
屋
高
校
に
は
、
加
計
呂

麻
島
に
住
ん
で
い
る
生
徒
も

い
て
、
毎
日
、
船
で
通
学
し

て
い
る
生
徒
も
い
た
。
そ
の

お
祭
り
に
出
る
生
徒
は
、
授

業
日
で
あ
っ
て
も
欠
席
扱
い

で
は
な
く
「
公
欠
」
扱
い
と

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
く
ら
い

加
計
呂
麻
島
の
大
切
な
お
祭

り
な
の
で
あ
る
。
そ
の
お
祭

り
は
、
源
平
の
戦
い
に
敗
れ

て
落
ち
の
び
て
き
た
平
資
盛

（
た
い
ら
の
す
け
も
り
）
一

行
が
、
土
地
の
人
々
と
交
流

を
深
め
る
た
め
に
伝
え
た
の

が
始
ま
り
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
。「
こ
ん
な
と
こ
ろ
ま
で

落
ち
の
び
て
き
た
の
？
！
」

と
い
う
驚
き
だ
っ
た
。
宮
崎

県
椎
葉
村
に
も
平
家
落
人
伝

説
が
あ
る
。
こ
こ
は
標
高
も

高
い
深
い
山
の
奥
で
あ
り
、

そ
の
伝
説
を
知
っ
た
と
き
も

同
じ
気
持
ち
を
抱
い
た
。
そ

の
椎
葉
村
よ
り
も
、
も
っ
と

遠
い
島
ま
で
落
ち
の
び
た
の

か
と
思
う
と
、
想
像
を
絶
す

る
も
の
が
あ
る
。
行
程
表
が

知
り
た
い
。
し
か
も
船
ま
で

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
生
き
る
こ
と
へ
の
執
念

な
の
か
、
そ
れ
と
も
ど
の
よ

う
な
思
い
で
加
計
呂
麻
島
ま

で
落
ち
の
び
て
来
た
の
か
、

知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖

縄
島
北
部
及
び
西
表
島
は
、

２
０
２
１
年
７
月
に
世
界
自

然
遺
産
と
な
っ
た
。
飛
行
機

で
あ
れ
ば
、
奄
美
大
島
へ
は

直
行
便
か
、
鹿
児
島
空
港
で

乗
り
継
い
で
い
く
の
が
通
常

で
あ
る
。
是
非
、
一
度
は
行

っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
感
動

と
衝
撃
が
出
迎
え
て
く
れ
ま

す
。

-694-

練
馬
高
等
学
校
副
校
長

堀
内
　
明
子

い
も
ー
れ
奄
美

 

フ
ラ
ッ
シ
ュ
暗
算
も

光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
は
、
10
月
３
日
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー

ル
の
「
避
難
訓
練
寄
席
」
を
実
施
し
た
。
公
演

の
最
中
に
、
万
一
災
害
が
発
生
し
た
ら
…

と
の

想
定
の
も
と
、
ス
タ
ッ
フ
の
訓
練
を
行
う
と
共

に
訓
練
参
加
者
も
避
難
ま
で
体
験
し
た
。
今
回

は
、
約
５
年
ぶ
り
７
回
目
の
実
施
だ
っ
た
。

地響きのような効果音に加え、照明の点滅
や暗転等で火災時さながらの状況を演出。

火災が発生した場合、特殊な防火シャッタ
ーが降下し、舞台と客席が完全遮断される。

▽
慶
宝
堂
（
５
丁
目
）
＝

整
理
品
な
ど
は
処
分
前
に
連

絡
す
る
と
、
い
い
知
ら
せ
も

あ
る
。
引
っ
越
し
、
遺
品
整

理
、
タ
オ
ル
類
、
石
鹸
、
陶

磁
器
な
ど
の
未
使
用
ギ
フ
ト

品
、
収
集
品
、
美
術
品
、
時

代
箪
笥
、
茶
道
具
、
掛
け
軸
、

長
火
鉢
、
鉄
瓶
、
楽
器
、
木

彫
、
ブ
ロ
ン
ズ
、
和
服
、
帯

止
め
、
仏
像
、
根
付
な
ど
骨

董
品
の
見
積
り
は
無
料
な
の

で
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
。

Tel
０
１
２
０
（
０
９
）
８
４

６
８

整
理
品
は
見
積
り
無
料
で


